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投資信託を始める際に、一括投資と積立投資のどちらを選ぶかは重要な決断です。 

一気に買うか、コツコツ積み立てるかは、自分の投資目的やリスク許容度に応じて選択する必要

があるでしょう。 

 

今回は、一括投資と積立投資の違い、メリット・デメリットを比較しながら、一括投資のリスク対策

について解説します。 

 

１. 投資信託の一括投資と積立投資はどちらを選ぶべき？ 

まずは、一括投資と積立投資の概要を説明します。 

 

一括投資とは 

一括投資とは、手元にあるまとまった資金を一括で投資する方法です。 

 

一括投資は、投資のタイミングが運用成績を左右するのが特徴です。 

購入後に相場が上昇した場合には大きなリターンが期待できますが、逆に相場が下落した場合

には大きな損失を被るリスクもあります。 

 

積立投資とは 

積立投資とは、一定の金額を定期的に同じ銘柄に投資する方法です。 

毎月 10,000円、20,000 円など投資する金額を決めて、その金額で買える分だけ投資信託を購

入し、積み立てていきます。 

 

積立投資はドルコスト平均法に基づいており、相場の変動に関わらず一定額を投資し続けること

で、平均購入価格を平準化する効果があります。 

少額で始めてコツコツと増やせるので、初心者に人気の投資手法です。 

 

２. 投資信託の一括投資と積立投資の違い 

一括投資と積立投資の主な違いは、投資資金、投資タイミング、損益の変動幅の 3つです。 

 

必要な投資資金の違い 
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一括投資は、手元にあるまとまった資金を一気に投資信託に投じます。 

元本が高額なほど、将来的に大きなリターンを狙えるのが特徴です。 

 

一方、積立投資は少額の資金を定期的に投資する手法です。 

なかには月 100円から始められる投資信託もあります。 

高額の資金を必要としないため、誰でも始めやすく、長期的な資産形成が可能です。 

 

投資タイミングの違い 

一括投資は、投資するタイミングの見極めが非常に重要です。 

相場が低迷しているときに一気に投資することで、回復時に大きなリターンを狙えます。 

しかし、タイミングを誤ると大きな損失を招くリスクもあるため、ある程度の投資知識を持って始め

ることをおすすめします。 

 

一方、積立投資は、決まった金額で定期的に投資を行うため、投資タイミングを見計らう必要は

ありません。 

相場が高いときには少ない口数を、安いときには多い口数を購入するため、平均購入価格を平

準化できるのが魅力です。 

 

損益の変動幅の違い 

一括投資は、短期間で大きなリターンが期待できる一方、大きな損失を被るリスクも高いです。 

投資信託を一気に購入しているため、相場が暴落すると資産額が大幅に目減りする可能性があ

ります。 

 

積立投資は、一回の購入金額が少額なため、価格変動による影響が比較的緩やかです。 

長期的に運用することで安定したリターンが期待できますが、資産額が増えるにつれて、損益の

変動幅も大きくなります。 

 

３. 投資信託で一括投資するメリット・デメリット 

 

 

 

 

 

 

投資信託で一括投資するメリットは、短期間に大きなリターンを得られる可能性があることです。 

例えば 1 ヶ月間で価格が 30％上昇したと想定すると、積立投資で月々10,000円ずつ投資してい

る場合、1 ヶ月間での含み益は 3,000円ですが、一括投資で 100万円を投資していれば、含み

益は 30万円となります。 

 

また、一括投資は売買の回数が少なく、投資後の管理がシンプルなのもメリットです。 

 

ただし、投資タイミングの見極めが難しく、失敗すると大きな損失が発生するリスクがあります。 
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４. 投資信託で積立投資するメリット・デメリット 

 

 

 

 

 

 

積立投資は、定期的に少額ずつ投資を行うため、リスクを分散しやすいのがメリットです。 

相場が高いときには少ない口数を、安いときには多い口数を購入するため、ドルコスト平均法に

より平均購入価格が平準化されます。 

 

ただし積立投資の場合、一度に大きなリターンを得ることは難しいため、長期的な視点で計画的

に資産を増やしたい方におすすめの手法です。長期間にわたって運用するため、毎月の投資に

対して手数料がかかる場合、負担が大きくなる可能性がある点に注意しましょう。 

 

５. 投資信託で一括投資のリスクを回避するポイント 

投資信託の一括投資は、短期で大きなリターンが期待できる一方で、デメリットやリスクも大きい

投資手法です。 

ここからは、一括投資のリスクを回避するポイントをいくつか紹介します。 

 

分散投資をする 

一括投資の場合でも、一つの資産に全額投資するのではなく、複数の資産に分散投資すること

でリスクを軽減できます。 

 

例えば、異なる地域やセクター、資産クラスに投資することで、一つの市場が不調でも他の市場

で補える可能性が高まり、特定の市場の変動に対する影響を抑えることにつながります。 

 

タイミングを見極める 

投資信託を一気に買う場合、市場の動向を分析し、最適なタイミングで投資することが重要で

す。 

経済指標や政治状況などを考慮し、投資タイミングを慎重に判断して、リスクを回避しましょう。 

 

長期投資をする 

一括投資をする場合も、短期的な市場の変動に一喜一憂せず、長期的な視点で運用するのが

おすすめです。 

10年、20年といった長期的な投資期間を設けることで、市場の一時的な下落からの回復を期待

することができます。 

歴史的に見ても、長期的には市場は成長する傾向があります。 

 

ポートフォリオを定期的に見直す 
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長期投資をする場合、定期的にポートフォリオを見直し、市場環境や自身の状況に応じて調整を

行うことが大切です。 

 

例えば、年に一度ポートフォリオを見直し、リバランスを行うことで、リスクとリターンのバランスを

保つことができます。 

 

しかし、市場環境の変化に応じたポートフォリオの見直しも、投資初心者には難しいかもしれませ

ん。 

 

一括投資と積立投資にはそれぞれメリットとデメリットがあり、自分の投資スタイルや目的に応じ

て選択することが重要です。 

リスク管理を徹底し、信頼できる専門家のアドバイスを受けながら、効果的な投資を実現しましょ

う。 

 

 

＜著者プロフィール＞ 

福田 猛 氏 

ファイナンシャルスタンダード株式会社 代表取締役 

大手証券会社入社後、10年間、1,000人以上の資産運用コンサルティングを経験。2012年ＩＦＡ法人である

ファイナンシャルスタンダード株式会社を設立。独立系資産運用アドバイザーとして数多くのセミナーを主催

し、幅広い年齢層の顧客から支持を受け活躍中。 

 

著書に「金融機関が教えてくれない 本当に買うべき投資信託」（幻冬舎）がある。 

２０１５年楽天証券ＩＦＡサミットにて独立系ファイナンシャルアドバイザーで総合１位を受賞。 

■■■■■ 著 作 権 な ど ■■■■■ 

著作権者の承諾なしにコンテンツを複製、他の電子メディアや印刷物などに再利用(転用)することは、著作

権法に触れる行為となります。また、メールマガジンにより専門的アドバイスまたはサービスを提供するもの

ではありません。貴社の事業に影響を及ぼす可能性のある一切の決定または行為を行う前に必ず資格の

ある専門家のアドバイスを受ける必要があります。メールマガジンにより依拠することによりメールマガジン

をお読み頂いている方々が被った損失について一切責任を負わないものとします。  

参考 

経済金融情報メディア「F-Style」：https://fstandard.co.jp/column/ 

“F-Style”とは？ 

人々のくらしと密接に関わる「お金のヒミツや仕組み」を、より分かりやすくお伝えする経済金融メディアです。 

https://fstandard.co.jp/column/

